
月

と
れ
は
第
一
号
貯
留
沼
-
貯
留
す
る
一
試
は
一
一
一
A
L
Y、
中
学
校
プ
j
M仰
の
沼
十
五
暗
に
当
た
£
譲
守
高
る

り
橘
地
ば
で
す
が
、
第
八
次
計
図
で
は
府
、
深
さ
五
討
白
貯
留
地
ιr
一
造
る
わ
り

八
池
の
二
フ
ち
の
問
也
が
構
造
さ
れ
ま
で
す
が
、
二
万
ナ
の
水
を
語
文
一
あ
だ
け

ず
。
こ
れ
で
、
昭
如
五
?
九
年
麿
白
同
に
、
町
楠
山
の
厚
吉
主
成
品
川
が
八
ト
咋

地
山
内
汁
闘
精
ぷ
人
口
一
一
十
一
万
一
一
子
氏
町
、
邸
中
八
十
吋
げ
か
ら
一
日
前
二
十
時
計
、

一
行
人
公
日
挽
六
給
水
培
ト
λ

ハ
h
一
F

J
繋
が
よ
十
日
y
討
と
、
が
ん
じ
よ
う
な

円
立
方
日
)
に
い
む
処
す
ゐ
ち
の
で
す
。
川
以
凶
で
す
。
地
下
内
に
も
十
分
割
え
一
ら
れ

搾
る
m
m
耐
旬
以
次
の
甘
い
張
汁
阿
の
山
で
と
あ
と
い
う

r
Eで
す
。

と

白

計

制

は

、

貯

閣

時

間

約

ヤ

一

時

ォ

間
分
の
調
整
配
京
地
の
寝
込
岳
セ
な
事
い
う
こ
と
に
な
り
と
す
。
と
の
第
一
口
町
肝
鶴
市
は
、
来
町
亙
ま

撲
と
す
る
も
の
で
、
総
事
業
喜
一
一
一
百

A
J
1
1
J
/

で
に
は
事
喜
た
い
と
の
に
と
で
す

四
十
八
惜
一
ニ
千
万
円
を
是
ん
で
い
ま
ね
翠
ヨ
/
が
、
警
一
一
一
地
は
昭
和
五
十
四
年
度
か

す
。
昭
和
四
十
九
単
昨
早
か
ら
五
十
七
年
一
車
部
訴
前
一
一
ら
五
十
返
度
で
行
う
品
晶
子
。
配

皇
居
一
日
で
一
一
十
一
路
島
つ
度
に
か
け
て

4
2
3と
議

境

場

、

能

見

じ

い

山

元

町

U
M
U
H
U
れ
れ
ね
ば
出
弔
問
一
日
一
一
民
一
一
日
中
元
日
江
戸
山
花
見
詰

あ
水
道
水
の
使
用
実
盟
」
で
紹
介
さ
れ
を
一
一
平
一
一
一
辛
口
肘
、
配
水
管
何
十
一
一
…
J

M

(
向
原
、
古
川
)
に
か
け

τの
十
五
力
八
水
埼
で
行
う
こ
と
に
な
D
ま
す
。

ζ
の

託
ど
い
日
日
誌
に
か
さ
言
問
戸

h
u
u
…
ハ
民
自
立
好
況
一
円
心
待
時
訪
れ

こ

の

う

喜

た

〈

宗

一

季

〈

七

十

ふ

弘

容

あ

/

の

送

番

配

議

長

、

ポ

ン

プ

ー

は

な

い

」

と

、

3で
は
い
っ
て

同
川
口
元
・
九
也
、
次
い
で
台
所
白
ヘ
令

A
U寝
付
d

~

J

、

す

{
U
h
N
Hわ
問

問

一

こ

か

川

な

芸

、

簿

業

開

は

出

二

十

ヲ

四
十
五
民
、
お
ふ
ろ
の
間
五
、
車
〆
切
れ
務
認
可
U

K

l

j

X

1

1

j

/

/

同

体

川
Y

器
¥
一
帯
四
千
万
円
ほ
ど
と
な
っ
て
昔
、

h
f
p
げ

/

便
所
の
一
一
…
十
七
お
と
い
っ
た
具
合
い
ぷ

7主
弘

喜

¥

b

を
グ
止
r
b
u
/

/
t
i
l
l
-、
乙

れ

は

塘

八

主

審

荒

見

送

換

の

一

一

一

三

則

前

参

事

一

次

/

で

す

。

市

ca
〈，
L
1
1

ハ
ト
ペ
日

こ
の
第
八
次
計
闘
の
一
つ
と
し
て
、
分
り
一
強
に
I
J
Z
Q
額
で
す
。
/
良
野
帆
得
、
内
寂
滅
は
w

h

現

在

、

県

水

道

蕗

毒

事

務

一

所

管

内

/

よ

浮

盟

強

め

¥

(
平
塚
市
、
大
磯
町
、
一
一
昨
呂
町
、
小
田
ト
ム
吉
沢
に
「
平
要
注
が
築
造
さ
美
智
(
県
富
去
さ
は
戸
ハ
ハ
マ

原
市
橘
地
区
)
の
給
水
人
口
は
ニ
ハ
汚
れ
る
わ
け
で
す
。
長
選
志
向
一
池
謀
長
妻
子
レ
て
い
ま
す
し

J
こ
の
平
霊
童
へ
は
、
相
模

2

喜
で
二
十
六
万
八
千
一
一
富
十
一
一
天
一
一
万
川
方
げ
の
主
主
位
、
つ
ま
内
総
量
十
一
主
主
ま
害
義
喜
多
川
浄
水
場
系
統
と
、
混

で
す
。
昭
和
一
一
一
十
年
当
時
は
一
高
千
平
」
お
き
の
害
事
き
も
の
豪
設
工
事
も
、
君
主
-
支
持
え
皆
川
が
一
議
と
す
る
県
内
広
域
水
道
曹

三
百
五
人
で
し
た
か
ら
、
…
一
十
倍
ほ
ど
で
、
配
ポ
芯
と
し
て
は
県
下
員
十
八
の
も
て
い
ま
す
。
配
水
砲
の
工
事
は
、
法
剥
翼
団
伊
勢
原
治
泳
場
系
統
の
二
つ
の
系

白
関
与
九
倍
に
す
れ
上
が
っ
た
討
の
子
。
市
内
安
心
-
否
定
、
開
票
調
書

A
f地
記
長
先
行
一
コ
警
務
入
り
ま
す
。
警
は
相
模
川

揮
で
す
。
も
っ

F
毛

平

塚

市

白

雲

、

ー

去

の

禁

、

常

川

宗

宗

b

計

前

育

館

長
J

開
法
、
今
年
一
…
の
ポ
で
す
が
、
来
年
の
夏
以
降
は
望

書
簡
易
水
道
か
あ
D
ま
し
た
か
ら
、
主
主
に
判
い
て
い
ま
す
ム
吋
室
月
か
ら
工
事
に
人
っ
て
い
ま
す
。
川
と
酒
匂
川
の
一
一
つ
の
木
の
カ
ク
一
五

霊
場
事
ゐ
と
は
思
い
ま
す
。
主
主
一
刀
主
で
智
子
る
不
安
定
理
六
千
平
方

γ
に
わ
た
っ
て
的
下
水
と
な
る
わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
神

手
足
、
家
事
用
水
は
一
人
一
日
当
り
な
甜
も
あ
尺
己
れ
ぞ
解
約
一
一
U
で
い
く
十
九
肘
ほ
ど
が
倒
D
下
ザ
回
れ
て
ゑ
U

川
揖
周
辺
の
な
家
廷
は
い
ま
ま
で
ど
お

で
見
ま
?
と
、
昭
和
一
一
平
年
の
六
十
七
の
主
同
刊
の
ザ
民
間
白
一
っ
て
す
G

そ
む
底
部
に
現
在
グ
捨
て
コ
V
J
ク

y
i
り
相
模
川
白
水
が
寒
川
《
水
揚
か
ら
賀

川
叫
に
対
し
て
、
昨
年
は
一
一
百
五
十
一

μ

ζ
宝
塚
配
惑
の
工
芸
法
、
平
ド
打
ち
N

の
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
川
接
給
水
さ
れ
ま
す
し
、
雪
地
区
宮

と
、
約
四
倍
近
い
水
使
用
語
に
な
っ
て
瞳
市
大
噌
町
、
一
一
戸
町
、
小
出
演
市
ま
す
固
と
の
上
に
幅
四
十
討
、
長
さ
芭
ち
桑
田
、
北
舎
は
、
南
金
目
は
、
酒
匂

い

ま

す

。

丹

沢

期

の

誌

牛

古

今

町

田

奥

川

つ

ま

り

汁

沢

湖

の

本

と

い

う

こ

と

に

常
温
水
に
も
京
間
τ
由

を

鴎

じ

な

か

っ

た

な

り

ま

す

。

私
た
ち
で
す
が
、
先
細
り
J

の

水

資

額

の

と

こ

ろ

で

、

貯

留

岨

ほ

い

ず

れ

も

地

中

で

、

人

口

増

加

が

避

け

ら

れ

な

い

と

下

に

入

っ

て

し

ま

い

ま

ず

か

ら

、

地

上

し
ま
す
と
、
~
人
当
-Dの
ポ

閣

官

壊

を

は

広

大

な

広

理

と

な

り

ま

す

。

県

で

は

押

え

る

、

つ

ま

の

節

水

へ

の

務

力

が

必

己

れ

を

ス

ポ

i
y広
場
と
し
て
開
放
才

婆
と
い
う
ζ
と
に
な
り
ま

L
ょ

ヨ

。

お

こ

/

一

に

し

て

お

D
、
当
庖
は
芝
叫
生
仕

と

こ

ろ

司

、

県

内

一

一

一

つ

の

ポ

ガ

メ

か

上

げ

に

し

た

い

慈

向

で

ナ

。

と

の

広

場

ら

象

泣

に

ポ

が

月

四

く

ま

さ

に

は

技

符

附

ス

ペ

ー

ス

を

と

る

た

め

に

、

機

械

石

川

向

立

操

作

が

必

要

で

す

。

配

水

切

と

い

う

の

位

置

を

工

夫

し

た

と

い

う

こ

と

で

、

謁
書
も
そ
の
一
つ
で

7
。

浄

化

さ

れ

語

完

成

主

ナ

と

、

意

地

主

は

た
京
を
一
時
蓄
え
て
お
く
方
法
で
、

ζ

師
団
白
一
町
、
長
泉
百
六
十
日
州
、
五
地
で
は

白
配
水
告
が
県
内
に
一
…
一
十
か
k
m
(
県

営

一

一

百

二

!

?

同

町

と

、

大

神

ス

ボ

l
y広
場

分
〉
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

ζ
れ

ぞ

さ

ら

に

並

み

の

広

場

が

実

現

す

る

ζ
と
に
な
D

拡

充

し

て

い

こ

う

と

い

う

の

が

、

い

ま

ま

す

。

県
の
手
で
す
す
め
ら
れ
て
U
る
n
第

八

市

内

問

部

地

域

の

多

言

的

広

場

LCzu

次
拡
張
出
雲
市
計
画
d

で
す
6

で
今
後
に
期
持
が
ふ
く
ら
み
ま
す
.
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⑧{菜母車詰'"胃'"守・ 0。若手名

学校教脊法による高写苧校以上宅本官し保

母の資格を有Tる万およぴ5筒 3j-.1までに資

格取得見込みの)jで、 53Wl0n1 U現在満23

歳以下の)5。

⑧栄養会戦……妻子名

学校教青法による短期六主以上の諜怒号52

年 3 月以;~車業lし、栄捷 {:ø資格を有てするガ

およぴ54年 311までに卒業見込みの万立、栄

護 iーの資格在取樽見込の方。

4重労務綾・男子清捕作業員若干名
・ラ弓子看護給食員。 "1名

現に平塚市に居住する方で満37歳以下ClO

_.FJ 1日現在コの中卒者または高卒者

く〉試験自 主事1次試霊童 10fl22臼(回〉

く〉取し込み 9月18日から 9月初日までは

所定の申込書を職員諜へ提出する。

@職員課仁鰭諮23-1111内輪321.322) 

平
成
駅
周
辺
は
白
転
車
の
決
水
で
い
ま
ず
、
九
月
六
日
に
迄
骨
折
一
で
務
巡

っ
ぱ
い
だ
が
、
一
一
学
期
が
始
ま
る
九
月
の
周
知
を
行
い
、
一
週
間
レ
た
あ
F放

以
降
は
、
き
ち
に
増
加
す
る
儲
rmLあ
霞
セ
い
れ
て
い
る
と
感
わ
れ
る
自
転
車
に

る。

ζ

む
た
め
、
駅
周
辺
白
送
開
や
広
注
緩
札
を
取
D
付
け
、
さ
ら
に
一
週
間

携
な
ど
に
多
摩
の
自
転
車
が
無
秩
序
に
後
に
撲
連
通
告
札
(
処
一
分
)
沙
問
叫
D

置
か
れ
、
宇
台
者
，
車
の
混
む
の
障
害
付
け
て
、
九
月
一
一
十
七
円
に
陣
内
尭
物
ま

と

な

っ

て

い

る

。

た

は

遺

失

物

と

し

て

盤

F
Tる
ζ
と
に

ま
た
、
と
の
中
に
は
、
安
婦
問
使
用
な
っ
た
。

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
か
な
り
見
受
け
現
在
、
自
転
車
市
氏
闘
し
て
い
る
方

ら
れ
、
そ
れ
が
向
転
車
駐
曜
埠
の
南
勃
は
、
す
ぐ
お
開
ち
帰
り
い
「
コ
だ
き
た

な
利
用
伊
一
助
汁
全
国
対
一
応
の
ひ
と
つ
に
も
い
。

な
っ
て
い
る
。

lololio--

モ
こ
で
、
市
計
出
識
で
は
、
昨
々
に
向
転
車
関
き
埼
は
み
ん
な
白
も
の
@

引
き
続
ぎ
じ
今
年
も
次
の
と
お
り
、
長
期
協
の
入
の
た
め
に
も
正
し
〈
概
こ
う
。

間
の
政
問
自
転
車
を
稽
壊
す
る
こ
と
に
ま
た
二
駅
に
近
い
ん
は
健
躍
の
た
め
に

な

っ

た

。

も

捗

こ

う

。

察E差額談室/潟予算地区行致セン空白雪(22)2111 
く〉法樺相談今月は第2第 4金曜日 13時-16時〈受付8時半、
電話でも可〉

。その地の相談 毎月教育招談、交通事故相談、内産量椙談を行

っています.
0東市合同相談 9月29臼 13時-18時平塚駅北口実番前
〈法祭主ヰ宮談、 交通事故相談、 県政、 市政一般相談なとコ

議技会豊富内務談窓君(33)おお

心配ときと不自談...草週月曜箆〈揮5を徐o 事時.......15時
母子招談・平田、昔時-15時30:分・常設
難箆児童椙談・平目、車時-161碍・土韓日 9時犯分-12噂

盟時30分-161時・土曜日 習時草分~沼時
探索，"付171叫自談鰯始時i再選治、号う

市民総談窓/市役所管(23)1111 

叩暗法揮相談・ 10月 9日仁火曜釘) '13s吉'-16時 人数lこ制限がある
人程寄生帯封自談 .10月2日 E月繭ED.13時-16時
行政吉封脅相談・10月 2臼 E月盟問〉・ 13時-16時
登記相識ー 10月13日 ζ金曜8) .13時-16時
宅地建物椙談・ 9月26日 ζ火曜B)'13時-16時 人数に剥現がある
住宅相説・ 9月19B(火曜日〉・13持主-16時
時間帯築〈特許〉相談・ 10月 9日〈月鶴自コー 10時-15時
下謂取弓総額あっせん・ 9月21B(木曜日〉・ 13時30分-16醍予
定例年金相識・ 10A12B仁木題目) ~ 9時.30分-16時
消費生活相談・袋お車水磁臼・10時-15時
青少信相談・平日、事時~却時・常設

φ交遜事故綴談 m~沼間欄間 e

⑫教習椙韻
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しらふじ幼:f-lq唱 3+-3237 
盟主平がJ 排閤 32~5775

てつくし幼柑調印ー7035
づるみね約ま任期 22~2007 

送和幼県南 31一一日595
なでしこ幼和問 31-2471 
自烏 yJ)+1{.悶 32-7875
花 ]'J幼府関 32一部RR
才色ガ〈ガJ将 l汽 31一一5921
東中原拙作間 33-4849
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平壕二嘱汁グ悠闘 31--{)864 
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美 J単幼稚間 53~3830

めぐみがIjffi._閣 32-3422

e

伊
議
博
史
〈
大
野
中
学
校
〉

ム
曲
横
久
美
子
〈
十
夜
中
学
校
〉

門
平
堺
市
準
代
表
}

マ
小
学
校
の
部
(
六
年
ヰ
v

-
野
島
絹
笥
(
八
時
小
学
時
間
)

E
F
・
開
埠
由
希
子
(
舎
同
小
学
校
〉

釘
一
門
v
中
学
校
の
部
(
一
一
厚
生
)

博
一
・
関
谷
真
白
菜
(
大
住
中
学
校
)

藤
一
・
鈴
木
正
洋
〈
吾
日
野
中
学
校
)

慣

号室雪ぶ星雲喜重
量会内 k玉事 bは》、
警主轟芸 E五空謹
~ì 長君主語き
Fi忠実25量
たた理もよえ多重歯斜わ

。事実曇習五議長3:
雲皇室日右翼民
秀討を25要望2
~ せ活昌主筆活宮子
三記 主主審話芸素雪五

平
塚
市
に
は
、
一
説
吾
一
日
間
の
刀
は
次
の
と
お
り
d
g

滑
准
討
が
お
ら
れ
あ
が
、
一
間
〉

で
あ
っ
た
王
人
の
方
が
乙
む
ほ
戸
決
長
一

iilei--ialia'

っ
た
。
五
人
の
う
ち
沖
津
キ
ヨ
さ
ん
が
一
再
再
再
再
新
現
環
沼
環

軒
汗
i
v
L
、
あ
と
り
円
入
の
方
は
再
任
。
一
凶
山
目
的
判
ぬ
巾
引
部
M
4
m
m

一

E
C
E
9
6
1
3
5
4

人
権
協
議
案
員
は
、
法
務
大
平
か
ら
一

4

4
↓

↓

↓

寸

寸

寸

寸

議
さ
れ
て
お
り
、
富
の
霊
的
人
一
割
翻
蹴
融
制
制
凱
抑
制

揮
を
玄
た
め
に
、
喜
男
主
て
一
主
主
主

z
r
z
z
Z

い

る

。

一

み
な
さ
ん
告
で
、
近
隣
ち
も
め
三

1

2

べ
↓

言

、

室

内

の

い

さ

ミ

暴

力

行

一

己

主

主

刊

誌

為
等
、
還
り
の
ち
は
お
き
の
長
一

ι詑
制
高
担
保

員

さ

ん

に

む

相

設

を

。

一

際

石

重

高

一
タ
間
関
平
河
大
山
円
八
平

J

な
お
、
市
民
一
相
談
笠
で
は
、
毎
月
第
一

A

コ

)
月
曜
百
午
投
}
時
か
長
問
時
ま
で
、
一
よ
松
輔
茂
ヨ
助
子
平
管

長
会
揮
相
談
」
高
い
て
い
一
純
一
忠
弘
話
相
一
四
一
間

る
の
で
お
気
軽
L
と
到
間
内
在
e

旅
ん
~
出
日
鞠
抑
制
武
志
武

わ

け

で

す

。

は

限

り

ま

せ

ん

。

ま

た

い

〈

ら

而

民

/
¥
し
か
し
、

ζ

む
や
り
方
に
は
モ
れ
の
掠
凡
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
乙
れ

幻
な
り
わ
問
題
が
あ
り
ま
す
o

市
長
以
立
行
政
と
し
で
一
員
律
犯
す
る
こ
と
に

h
/
下
市
の
職
員
は
行
政
に
か
け
ず
ん
は
ブ
大
き
な
抵
抗
が
出
る
鴻
ム
ロ
も
あ
り
ま

ロ
で
す
。
乙
れ
に
対
し
て
一
般
市
民

7
0
ζ
の
あ
た
り
の
品
刊
が
実
に
む

は
ア
マ
だ
と
い
一
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
ず
か
し
い
と
い
え
主
F
o

h
ろ
い
ろ
な
機
会
に
私
の
日
か
ら
誌
に
こ
た
え
る
た
め
に
同
松
吹
を
去
ょ
っ
つ
い
く
ら
ソ
ロ
だ
か
ら
と
い
っ
ブ
ロ
の
叫
に
悼
け
ば
、
肘

F
で

一
一
つ
の
ヨ
ヰ
鳴
が
と
ぴ
出
し
て
い
ゐ
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
て
プ
ロ
好
み
に
制
つ
て
は
な
り
ま
せ
凶
詩
的
高
ゐ
い
は
合
い
設
耐
で
行
問

う

で

す

。

私

の

同

γ
ぷ
的
な
世
一
え
万
に
な
っ
て
い
ん
し
、
ア
マ
だ
か
ら
と
い
っ
て
円
台
的
な
も
の
に
泊
る
む
肌
聞
が
あ
D
、
主

色
豊
F
F
宮
川
]
占
ず
の
す
一
ま
た
担
方
忠
立
の
第
二
条
空
な
ま
合
じ
で
よ
い
と
い
う
こ
た
、
プ
マ
の
側
に
し
討
ば
、
市
の
行

見
胃
J
d議
務
議
議
機
内
j
f
J
v
z

に
(
地
方
位
同
印
悼
は
、
w
F
~
の
事
務
と
に
は
な
り
£
せ
ん
。
ブ
ロ
と
し
て
波
か
一
朝
む
「
抑
制
簡
を
一
h
町
一
晶

子
¥
そ
2

5

5

i

i

2

2

5

5

る
い
は
「
署
長
」
と
化
し

E

f
出
昌
宵
レ
j

M

=

=
一

一

一

時

繋

義

務

関

陣

3
2
-
M

ま
い
ま
す
。

t
S
1
1

，

/

一

:

:

一

一

一

一

「

民

一

同

作

品

」

、

「

市

山

氏

ず

イ

ド

h

を
処
理
す
る
に
当
っ
て
は
ぜ
民
の
福
の
市
職
員
交
止
翻
刀
、
…
益
力
と
、
に
立
っ
た
行
政
」
と
い
っ
て
も
、
モ

「
市
民
サ
イ
刊
に
立
っ
た
行
政
」
吐
む
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
ア
マ
と
L
て
む
市
民
の
新
鮮
な
智
恵
と
に
は
自
ら
一
限
界
が
あ
り
ま
す
。
個

「
市
民
と
の
共
同
作
品
」
と
い
う
の
少
白
耗
授
で
醗
大
の
効
果
を
i

あ
げ
る
協
力
が
一
体
と
な
っ
日

ι信
じ
め
て
先
々
む
市
民
の
意
見
ぞ
一
特
長
ず
る
ζ
と

が
そ
れ
で
す
。
周
囲
の
人
た
ち
何
人
よ
う
に
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
と
全
に
近
い
市
政
に
な
ゐ
の
で
は
な
い
は
、
も
と
よ
り
重
要
な
己
と
で
す
が

か
に
い
わ
れ
て
、
「
モ
う
い
わ
れ
れ
あ
り
ま
す
が
、
乙
む
黒
ぷ
原
則
が
常
で
し
ょ
っ
か
。
市
民
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
る
議
会

ば
モ
う
だ
な
」
と
自
分
で
も
認
め
五
に
成
白
中
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ζ
の
乙
と
は
現
垣
の
も
が
あ
み
の
で
す
か
ら
、
議
会
の
意
思

る
を
え
ま
せ
ん
。

F
6二
つ
の
ζ
と
を
現
実
の
市
政
の
と
7
出
て
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
を
尊
重
す
る
こ
ζ
が
察
予
c
hる
ベ

つ
ね
ひ
と
ろ
、
市
政
由
運
営
は
市
の
中
で
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ほ
、
ど
間
層
を
含
ん
で
い
ま
す
。
町
憶
認
が
き
と
と
ほ
申
す
ま
で
も
あ
D
ま
せ

長
白
独
善
、
独
走
で
あ
っ
て
は
な
ら
う
L
で
も
{
市
民
ず
イ
ド
に
立
っ
た
い
ろ
い
ろ
さ
ま
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
ん
e

な
い
。
幅
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
左
仔
政
」
と
な
白
、
「
市
民
と
の
お
同

ζ
ん
に
ち
で
は
、
〕
つ
の
施
簡
が
7

教
3
海
溝
ー
す

右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
自
信
作
品
」
と
い
う
ζ
と
に
な
っ
て
く
る
べ

γぷ
山
市
民
に
長
け
入
れ
ら
れ
y
j』

4

1

4

市立幼稔E霊のi遺E霊Iii主主と募集人員
さぐち幼控殴 55-4414 2∞人式野小、八時小、真ト小
ひばD幼誰鴎 31-3828 240人中鼠小、南暑をノト、松が丘小
県~ [:l-J幼柑[詞 31-5326 80人監[1-1小学問
土 幼推蟻I58-1415 80人 l~h~/NY'開

城島幼時慰 55一一0953 80入城島械
金 は幼稚凶 58--{)243 160入金t:l小J手配克
潜 幼稚鴎 22-4189 80入港 /J¥"押交
松原幼稚関 23-2834 80人松原小苧問

E凍寝耳吉本，iH)Ji当辺〉

①銭感部門(市〉
@重参加績格 アマチュアであるとと。

出品作品は必ず辛枠白、または不用品

である乙と穆

GJf量し物
。本宮談コフ命日〈マイカ}、自宅部談などコ

1， OOIJ .演主主コーナ-(もちつ昔、宇品、わたあめ等〉
e技補指導コ同ナ-(閣議指導等〉

チ也〉



今
民
f

も
老
人
福
祉
週
間
が
、
九
月
ぃ
五
日
目
白
老
人
白
日
か
ら
二
十
一
日
宅
で
の
一
週
間
四
付
わ
れ
る
。
今
年
は

語
り
あ
お
う
名
慢
の
く
ら
し
P
品
議
?
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
閣
民
全
部
で
一
老
後
む
し
あ
わ
せ
を
高
め
よ
う
と

運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
そ
ζ
で
老
人
の
飽
嵐
雪
ア
?
?
に
、
実
際
に
名
人
の
健
躍
管
理
に
た
ず
包
r

お
っ

て
い
る
市
と
平
山
町
但
慢
出
の
探
健
婦
の
仏
瞬
時
ζ

陶
芸
な
が
ら
、
そ
の
実
賠
と
荷
動
の
内
容
を
却
す
し
ょ
ラ
。

以下次ほでお矢口らせする。なお、受吋時障

を肢と下して、必ず会場へは犬をおさえられる

百iJ<つれてきてほしい。 雨天でも実施する。

市内のノ]¥rネヨ学症を対象に緑化ボス次}を次のとおb害事

業している。みんなで応募しょ3，

く〉応募条件①応募押樹立l人 1点。 ②応募円芸誌

は返還しない。③揖豊かな!*iづくりを衰弱したも白。

④ E悪用紙の大さき吉は54c怒X38明とし、たて望書きとする

⑤ボス主」の中には、文字は一切使用しない。

く〉豪華め幸吉む 9月初日〈土コ

。応募主主平254平塚市町朝J9-1

都市跨発部公匡罷緑地課 (23-1111肉親425)

9 Jl23隠
雨天のとさ苦は10月 1Eヨ

薦入111河口

く〉参加襲警大人 2∞月中学生以下無棋

く〉殺し込み市内のつD異J6へ。
当日朝議弘主題 C須賀望号、港ゴむよ
l:!)でも受け付けている。

く〉伺い念わせ市内つb異底または平塚市

観光協会〈電話23-1111内緯
549)へ

き

ところ

と



ミ商応急成長の秘けつ、

活棋改裂だけでは売れない

根ヌドカJら変えることア三

心講調時k~経院指導センター

理事長調印曹三先生

主櫨・県淡輔端[;;:行政センター

・平揮商工会議所、平車市

誰でも自由に利用で古る。重重呂はノミス

ケット、パレ一、"ドミY トン、卓球。

パドミジトシ、卓球のラケ:;;1示、 3ノャトノレ、

ポ」ノしは各El持嵩ずる。

く〉号潟25羽〈月〕午後1時~畠時

<>10Jl EI (汚)

<>10J号23沼()害) " 
J 

*なお、 i型動ぐっぐ上ば吉〉と運動ので

詰る桜霊安で番加すること

一月 18-
10月 8に、全泡いっせ
いに住宅統計潟査が行われ

る。 2月下旬から調査員が

お伺し、するので、

者自月17鎚〈沼
<>~薬会場所 平繁華史上告ヰLr:1午吉定患持

⑧コース平壇車R-;:jむ鐸意向覚寺・
東車量弓子。葛原ク蹄神社鰐洗弁天佐助

稲荷。大仏長谷観音。。長谷駅:藤沢駅

←平車駅〈揖行約7加〉
※持委参ずるもの弁当、京館、はきなれ

たクy、お車銭・拝観料等約的OPC主務捕
する。

拐さ語 教警察量現金体育課質量重苦31-3号館



創設

食休轄思

毎週月曜日毎月月末祝円

特別整理罫努閣 C上記白とおりコ
合図書館干254

寵諮

火、木、:士曜日。

・生む昔日 40人午後 4 時、~5 時。

・勤労青少吃手白部 30人 午後6 時~7 時。

ー定員になDしだい締め切る。

ァミ 1)-7ヱステバ)!.-
一一ーかながわふるさとまっ!J-ー甲

台10月218(土コ
e車道展、美術展、ベン密字展、俳句展〈午

前 9時~午捜9時まで)-22日まで。
咽手に汗盛る柔道・剣道一交歓試合仁午後3
時~5時〉

会10!'l22臼〈日コ
eみんなのゲ」ム大会、軽音来演算、主主しい

絵ばな1し、七宝焼、手づく!Jおもちゃ、や
きものづく D、たζづくり、軽膜茶、落書

きコ~ナ』等〈午前9持~午後4時〉
封入場自由、お誘い合わせのうえどうぞ。

女ボランティアビューローから
ゲ…ムの指導者がほしい、音描目指導者が

各
公
民
婚
で
は
、
市
品
目
み
な
さ
ん
に
い
て
い
る
。
今
年
も
名
山
氏
婚
で
は
、
出
勤
と
健
康
増
量
d
w
た
め
に
、

躍
を
動
か
し
て
い
た
だ

ζvZ沼
田
山
按
じ
い
戸
弱
を
た
だ
い
ま
検
討
中
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
』
雪
固

体
育
レ
ク

y
z
l
y
s
y大
会
」
を
劃
さ
あ
、
和
む
一
日
空
、
染
し
い
《
磁
勉
区
の
日
判
明
は
次
の
と
お
り
。

会中学校作品展
@理制 9月22日〈金コへ24日 Ui)
・社会 10月 1日〈日〉
・市内i伊主主主の夏休み自由研究のhqを展，
ずる。

・主催平塚市中学校教育研究会

τ今塁を見る会 手えのE霊祭とE塁E君
。 10}121 臼 Cニ七〉午後 6 時~8時まで3

・申し込み 10月118までに往復はがさふ
'3'いときは抽せんで30入。
@ノム苧プ'1三以下は父王訂6J伴で申L込む。
古博物品、干254浅間前12-41電話33-5111

綾田叫のム世大

同
一
一
了
四
割
引
i
cの
露
出
7

は
留
の
世
ク

強
調
斎
帯
、
「
体
力
に
自
信
が
あ
る
」
と
}
れ

答
え
-t
人
の
割
高
口
。
馨
争
封
建
h
r
L

体

な
夕
、
平
均
寿
命
も
算
芝
、
一
一
位
民

と
い
わ
れ
な
が
ら
、
四
分
の
一
一
一
由
方
が
方

陣

E
自
慢
が
持
て
な
い
と
い
う
む
は

思
っ
た
こ
と
。

そ
ζ
で
、
毎
舘
体
宵
由
釘
を
中
、
ー
山
に

1<自然観察会
0.:7])ノメータ~の使い方

白 10月 88亡日〉午前9時~今後3時まで。
~~f苛 1出方面
・申し込み 9月初日までに往復はがきで。

女体験学費シリーズ26
・でんぷんを作ろう

. lOf129日〈臼〉 午毒i9時~午後4時まで
q剖中は〈ず白摂をほ!J、午皆はでんぷん
をとるや白方歌簡単に実験する。

@申し込み 10月20臼までに往復はがきで。
、

瀬

沼

崎

臼

氾

沼

恒

峰

崎

吋

臼

日

日

日

館

館

日

臼

館

館

館

館

館

清

H

H
日

目

立

X

K

K

K
羽

山

路

青

青

お

お

青

青

青

背

育

問

問

問

問

問

抑

制

問

問

問

抑

制

問

問

時

間

間

一

同

時

一

山

時

一

時

塘

大博中

山揖中

松原ンム
なでしζ/J、
真オンh
八幡/)¥

横P'!/J、
中毘刻、

南酌J、
土屋小

百三沢小

大野中

浜畠中

大野小

量豊田ノj、
揖島ノj、
金田小

祭善ノj、
富士毘〆j、
神日制、

金目小

三E師住
運動場

合続優回

9月24日
9月24日

10月呂日
1O?l8日

1O!'l8臼
10月呂臼

10月 8日
10月 8日

10月 8日
10月呂田

10月 8日
10月 B臼

10月108

10月108
10月初日

10月10日

10月10日
10月158

10?l158 
10月15日

10月15日
10月訪日

潜

l，g 
松原

なでしこ

真土
八幡

構内

中原

南原

土麗

E宮沢
東中原

平吉 オく

四之宮

提出

掛島

金田

謀善

富士見

神田

金呂

関崎

地区

く〉とき喜汚17悶(沼〉
。ところ 松竹車工谷産21-1021

8時30分から
や上暁暁E富男はつらいよ

E電次郷わが遂をゆく
。料金 大人ノ~\/へとも 10臼月

一一



ださL、。

公平塚市役所・・・揮月捷施
日程 10月 2日、 9呂、 16呂、 23日
場所市街努B会譲渡
申し込み

電話 23日 1111内輯259・260
公平塚保健所ぃ偶数月
日程 10月 4目、 148、18沼、 25日
場所平語傍ぎ鐘R講堂
申し込み第1日自に直接会場へ

気掛唾却も鑑犠蝿時幼時轟蟻輔

一諮に考える。時間は 9時30分~10

時30分 母子鍵昂許可疫を持霊安，
9月19日 富士見公民議官
，p 218 最 rn公民館
f;> 268 花水公民館
。28日金EI公民鎗
10月 3日中原公民餓
グ 5日 妻語公E議官
?- 118 横内問地集会場
ク 128 旭公民館
ρ13日市役折B会議室
l' 17日神田公民館
，p 19臼 同時公長当結
，p 24臼大野公的議1
.y 26日吉沢公民簡
11A28 金町公民館
，p 7日須賀公民館

ク 9日土宗公民館

1" 108 市役所B会議苫E
，p 16日豊田公民館
，p 21日 磨ごと昆公民館
，p 24日 金呂公民づ時
。288 花水公民館
12月 5日中原公民札
タ 7日 岐砧公民合自

タ呂臼市役所B会識者
.r 12日 横内日1地覧会場
ク 14[1 1<主公民館
夕刊日 神田公民命守

，p 21日 倍引崎公ミPご倖1
，p 22f-l 吉沢公E己実日
夕 26日大野台民貧!i
1月 9 調間公

グ l1FJ 金問公民間
，y 12El 市役円安iB会議宅
1/ 16El 箆ゴ見公民館
タ 18日 ゴ}字企今上

一~一命保健所だよ V~~
霊霊平壊探鍵所仁霞:;;占32-{)130)向~ゴこ
健瞳手，~，をお持ちください。

盤判定臼

9 JJ21日 神E日公民館
出城島公民館

タシ 22fヨ ィEスト〈乏とL~~g
八蝿土μと民館

2月 2日
高「吋不吋jf臼ナ地毛鞍食会fιル崩グ」

"' 1 
4夕シ 8日 金白之公b民氏:閉

出岡崎釘民館

グ 9日 立皇土とぎ1

民金B3:L~;_~Í百1

，y 15日 夕cl'f止とE己責官
横内~~LJ地能会プ3

，y 16日 宰芝公民食t~

民怯原以民館

で

出康隆ちゃん
合住所平語2147-2 松下冷機
闘にお勤め白井和夫さ;';(33議〉

と都紀江さん (25嶺〉の長男。現
在、 5 か月で俸重7 九、身長67~
53年 4H2臼生まれ。

日焼けしないむか13がとても白
い。また、暑いのにアセモがひと

てコもできていない。ママむ世話が

いいのだろう。諜ちゃんフロが大

好きで、いつもノむ《と入る。たま

にママ7引いれるとノむぐに怒られる

そうで、遅くても待っている@

10月中に満1校になどJお子さんを
対象に乳幼氾拘糾敦三室を問まずe

Elfh¥' 101-113日 13休ヰ30;:!)プわら
主怒号所ゆ併P汗f 平塚f偽持
なお、 帥 F彪段!康チ甲叫怯jι~と~軍奈 L己刊]只主

むJ持守主夢主くださしい、0

げられなかった人は、 48か月にな
らないうちな'?せけられます。

覇軍時間・ 13時主〕分~15時まで。ただ
し民印の金属;はは時~lS時

護軍巡回日程

10)] 3臼 善之与可 イ土誌で貧官

〉く中央農協 {-ii-.:立勺
，y 4自大幻民舵

横内も自治集会均

1-' G日 嵐長ヨム民開法松原μE足

館混合1出ι

夕日日 中J京土之氏餌全日ι 館
*ト可峰山民間

ρ11臼平坂Fi-J上
夜空雪[て1:，ぐ

タシ 12日 神田ーと配管:
民域自公こ2寸

ク 13日 件水之とl"el再三八幡館

護軍対象・泌3かJjぞ明過し4歳 Jこ主主
するまでのJより也で 1 も受15τ
いないお子さん。

額時間・ 13時30分前
し来日iの会開土I現在、15時a
鐙巡回臼程

9 J119日 午時ffl~，、Fこfrr1
X.)jd-X，之、土{こめ守

タ 20円芹ス蛇ノ、暗ー、民館
1 J-J31臼 上々己

「育;ふ打日夕J棋会以

21]6日 -~注目公Eと鮮:
※折哲:崎公民向J

，p 7日 苦心三宮;

民金出土ミ民E信
者シ 13日 大野心

横内問却三表会」ア2
?' 14日 夕i詩立与上己主

討立原以氏館

く〉予防接惑に必要なもの
¢母子健康有4'(証人した人は113住
所で使っていた母子健康手娯〉

a総司主票 Cこの訟は必ず京芭ぞJ九し
て体r日をよ日明Zしてきてください。コ

o予妨接種を受iすられない入
¢予防接開を受けて 1週間たってい

ない人。ヱ;止しか、 BCG、種豆、小
J~マヒ生ワク;二、それぞれ 1 か月の

路間をおかないと安げられません。

@その問、有拘f[，-I';、けいれん位体

盟、Jι 現血管系、開帳または肝臓にF、
患があり伝的にとめられている人。

2月1
日)日中原i、民館
混同j崎正式l'-P宮

2111 花水公L込町立ぜ ι府
22臼 神間心民掠 1 之、民館

*.:l7誼争J日民主主

[ 3汚3
13日 中原台民館そど三i亡時
》汀吋埼之と月

14円キE広三境改ま
13I::l神田心八l陪と
*'，そふ民安官

包月実施しています。受けやすい

全域でお受げください、

豊富対象[第1期] 3 Qむをけるa
正主治2授か九 .1 土でのx氾ョ
E接神間j司法2[iiJ 3 [白とも 3忠明

8 ，;~尽丹 J

明]~-1 [_n]'をけゐ。

喪主1見月。コ 3 叉オ〉っーどフうlI:'1 
釘ーから l今半までむ期間{こ長ける
αE後 4桟までに請2間を完了7
ることが中ぷしい。〉

豊富時間・ 13時30什 ----15時まで3 だだ
し京印の岳りす3ょ11同時三で@
[ 9月1
26臼中原館 ι [jj、民館

波打比5寺公民間

278 花水J 民間平摂市
28日 神田公民間人崎ム、E':夕日

襲警場所・平担保{珪リf
盟時間・ 13時~14甘みまで

3か月児健診E
10月 6 53年 6}j1日-._.10r:-J，-仁
10FJ!3fi 53fj'6Jl1!日、20Uノ仁
10月20[1 53年 6 月 21 日 ~3C 臼

[3歳児縫診]
10月 5 日 50年 8 月 1 円'~lO ll県

10月19[J 50年 8Jl IW~20臼ノ"

10月26日 記埠 8 月21 日 ~3! 臼主主

(
木
)
、
四
日
ハ
木
)
、
幻
日
公
布
)

初めて妊娠されたjjをN:t反にほ現l
教室を開きます。なるべ〈ぽ振7i!' 
JJ去でにお受げください。時聞は13
時30分から16時まで、母子健掩手帳

く〉産IJBlf'中濁公渓

石の

や料 金無郡
o対 重喪中学生 E 高校生

く〉申込み先青少年課育成時

くZ謹話23-1111肉親506)へa

とき10汚21器
午撞S時開演

市民センタ-*-I~

ー欝1部管業祭のブνy
ユ-1ご地2曲
ー第2部木管沼議事曲

'第3部ベジジ」のテー

マ他4曲

く〉演奏平塚吹奏楽愛好会

o入場無斜
〉従兄占3帯望者は、往復はがきで耳、
氏名、年齢、職業を明記のうえ、平

援市畏セYタ~事務局〈干254平老衰
市平塚新宿930番地〉
9 

ところ

く〉毅窃

24日 苦:七三こ符モ
》夜中央間泊三沢支弔

25臼 :大野心民館 横:大¥Il0:i地主長会場
〉て理BU心K貧富
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し
で
平
等
か

…

住

宅

相

談

市
民
堀
誠
乎
で
は
一
、
毎
月
見
宅
相

談
そ
行
っ
て
い
る
。

住
宅
羽
談
と
は
、
新
築
、
増
稿
、

改
築
、
寝
転
の
ほ
か
国
恨
、
軒
、
監

の
補
強
、
雨
も
り
、
建
問
問
等
の
格
捜

で
、
国
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
た
め
に

相
識
を
開
い
て
い
る
。

今
月
か
ゐ
は
、
融
資
の
取
り
扱
い

の
相
読
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
ロ
ー

ジ
の
利
用
や
取
D
訟
い
に
疑
問
を
お

持
ち
の
方
は
む
相
設
を
。

ヤ
と
き

9
月
沼
田
ハ
火
)
午
後
l

時
か
F3市
民
一
譲
宅
号
、
フ
a

議
以
上
の
方
。
J

マ
申
し
込
ぷ

9
月
初
日
去
で
に
、

溜
怪
諜
岳
人
福
祉
係
へ
。
(
埼
品
お

1
一
一
}
一
内
鶴
二
日
一

O
)

、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
一

開
闘
地
図
の
勤
労
者
が
日
む
ろ
む

文
化
活
弱
の
成
果
を
禿
表
し
あ
弓
の
つ
、

働
く
も
の
の
「
第
一
回
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
が
憶
か
れ
る
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
お
出
か
け
を
。

マ
と
き

9
月
刊
日
臼
j
η
日

マ
と
乙
ろ
藤
漂
市
労
働
金
銭

マ
内
容
展
示
部
門
絵
図
、
写
真

害
道
、
盆
法
、
手
工
芸
。
猿
去
バ

シ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
。

マ
日
時
9
月
お
白
i
m万
回
目
ま

で
の
毎
湿
木
曜
日
午
按
6
時
j
8時

マ
会
場
購
浜
市
労
掛
町
会
館

マ
対
象
勤
労
婦
人
犯
人

マ
申
も
し
込
み

9
月
叩
同
日
竜
で
に
電

話
で
湖
南
労
政
製
務
所

(
Q四
六
七

!
九
h
i
二ぢ
3

へ@

一
今
見
の
擦
を
本
に

広
報
ひ
ら
つ
か
に
井
威
し
た
一
A
7

月
の
顔
」
が
、

ζ

の
ほ
戸
」
「
ひ
ら
つ

か
の
ひ
と
び
と
一
と
酒
し
た
申
行
本

(
B
6版
一
一
一
百
余
頁
)
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
十
月
下
旬
か
ら
有
料
頒
布
白

予
定
。問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
部

市
民
課
内
「
ひ
ら
つ
か
の
ひ
と
び
と

刊
行
会
」
(
一
一
一
ニ
i
一
}
一
一
内
錦

r一
こ
七
・
計
一
二
九
〉

私
の
往
ん
で
い
る
と

閤

ζ
ろ
は
、
湘
南
海
館
公

開
園
が
近
ノ
¥
割
合
に
静
か
な
と
乙
ろ

で
す
が
、
春
、
変
、
杭
の
ね
ζ
の
お

蜜
が
は
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ま
る

5
0は
、
す
て
ね
こ

が
多
く
て
図
っ
て
い
ま
す
。
会
に
ワ

い
て
は
一
小
舟
犬
の
巡
百
回
収
容
を
定
期

的
に
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
せ
い
袋
に
ス
れ
て
自
転
車
に
つ
け
、
ね
乙

か
、
さ
す
が
に
捨
て
犬
は
あ
り
ま
せ
を
拾
っ
T
く
れ
そ
ヲ
な
交
通
に
安
全

ん
。
楳
健
所
に
捨
て
ね
こ
の
処
麓
を
な
置
き
蕩
所
空
採
さ
な
け
れ
ば
な
タ

お
額
い
し
て
み
た
が
、
ね
と
に
つ
い
ま
せ
ん
、
ぜ
ひ
、
ね
乙
に
つ
い
て
も

て
は
取
b
扱
わ
な
い
と
の
ζ

と
。
動
回
収
を
お
緩
や
だ
い
と
思
い
ま
す

物
好
吉
の
私
は
、
せ
つ
な
を
さ
な
鳴
/
、

A
高
浜
台
一
主
掃
V

き
声
に
心
者
オ
ニ
仁
レ
て
茸
を
ふ
さ
動
物
色
楳
詫
お
よ
ぴ
る
法
揮
で
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、
ね
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引
さ
d

取
り
に

つ
い
て
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所
有
者
〈
所
有
者
の
直
接
呂
答
い
た
し
ま
す
a
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市
保
護
課
社
会
掃
で
は
、
九
月
十

八
日
〈
月
)
:
か
ら
二
十
日
(
ホ
〉
ま

で
、
戦
没
者
等
白
遺
族
に
封
ず
あ
特

別
弔
慰
金
お
よ
び
戦
同
情
病
者
等
の
蓑

に
対
ず
る
特
別
給
付
ム
金
国
撞
憤
券
の

問
問
川
町
よ
汐
償
選
白
苧
続
き
を
す
る
。

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
方
は
、
生
活

が
閉
山
窮
じ
て
い
る
方
。

詳
し
〈
は
、
市
保
謎
諜
社
会

Mm

(
お
一
=
三
一
一
一
一
U

へ。

神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

賃
貸
住
宅
の
空
き
家
に
入
居
が
義
望

さ
れ
る
方
援
対
量
に
、
登
最
純
度
に

よ
り
募
集
し
て
い
る
。
申
し
込
み
は

年
二
郎
防
月
と
十
舟
に
予
定
し
て
い

る
が
、
七
月
来
現
在
、
次
の
一
一
団
地

に
つ
い
て
は
登
録
者
が
い
な
い
の
で

臨
時
的
L
補
克
語
録
法
一
受
け
付
け
て

い
る
。
期
限
は
十
月
三
十
)
問
。

マ
平
塚
国
村
家
賃
一
一
万
二
千
一
一
一
百

県動物保護Eン虫ーでは、捨て犬による野犬

め増加と犬による危害を財布ヒめ、寺月も次の

日程で不用犬の巡収容を行う。

当日犬をi位される方は、 fie問、んJ f犬¢鑑
札 J f注射器守主j と愛犬手援を持告のうえ会場
へお出かけを。なお、収容車の停留時聞は5分

間なのでおまち7う町、むないように。

今月の収容泊 9 Jl27箆〈水〉
10' 0日 吉沢公民館 10・15 加公民館
10' 30 御殿会館 10‘40 ~士見公民館
10: 55 花水公民館 11 '05 須賀公民館
11 : 15 松原公民鰐 11 : 25 !終合同庁舎前
11 '40 I日下弘之宮公P:J(g13' 30 神田公民館
13' 45 真ニと公民館 14' 00 東中原公民館
14' 10 豊田公民館 14: 25 故高公民館
14' 40 金自公民館 14' 55 間硲公民館
15' 10 金日公民館
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i 医学の発主やW民的な考え方の j 妊婦の出産カ?始まったら火をつけ
-呈透によ白、出稼へ白不安立軽< ますが、ロ」ソクが燃えつきるま

5なったとはいえ、出産が立性にと i でに出産が終わるといわれてJ
Eって一生の大事であるζ とは今も ; れ今では誰もが産院で出援をす
E昔も古':bTなふお産が軽〈すみ、 j るが、 2口年くらい前までは、自宅
E母子ともに健躍であれと顧う気持 i でする白がほとんどで、軍の人が
5は誰しもがもつことと履いまy， i 短いロ-yクに火をつけて安産をき
i 安産自神といたれる神仏はとう j 祈っていたわけです。 ζ 呈して出
5した願いに支えられ、思づいてき j 涯が無事こすむと、礼まい幻と II~

5たも白で、平軍市内でもいくぢか j ぃ、かbてきた慨に新しい障を在掃
さあげるζ とができますが、須蜜の i え、饗銭を持っておまいりをしま

e ;Jt;1町にある観音器く写真〉はζo y， 

~ 1つで、北向き観音とか百番の罰 j 調費四七位]観音へ限度計顧ゆ
き音様といわれてます。北町だけで ! ζ のようにしまずが、市内で虫記澄
5な〈、須賀の人々の信仰を受け、 j 白神として信仰を集めている神仏
5今でも妊婦の安強析畿の療を見か i には、下島仁域訪〉の苦言山寺にある
ZけることがあDます。また、 ζ四 j 淡島様、南金自白金百観音、寺分
5観音堂では、，ftくに住むおばあさ i 仁土居コの観音様仁正蔵院コ、ノj冶
Eんたちが毎月19Bに集ま担、念仏 i 持〈土屋〉の大乗院、出縄〈沼〉
Eもしています。写真のように並び j の観音跳などがあbます。金摘
さ鉦をたたいて融資様の念仏と蕎光 j 替は坂東七醤の在所として有名で
E寺の念仏をしています。 ここから腹帯をもらい、赤布が入

E さで、安産の顕かけには観音様 j っていると女、青布だと努だと11>
2にあがった臓仁の削〉をかD、 j われ、露山寺白鴎様からは短H
Eζれを 5 か月居の茂α、ぬ〉の日 ~3 l ロ-yクをかりで安産を顧いま
~ yる腹帯に巻きこむといいます。 i す。また、寺分の観音様へは子供
i そして、 乙の時には観音糠に晶げ i の欲しい人カが的拘苛埼椛主F斤糟子
てあるロ-yク、それもで吉るだ i ず。 λ 

u短いのをかbてきます。 ζれは *おたずねは博物館 α3-5111)

612 

祈願の神

ま
し
た
。
長
男
と
い
う
の
で
、
両
親
の
期

待
が
太
古
か
っ
た
た
め
、
却
に
は

め
た
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
一
方

的
L
注
記
思
し
た
り
、
厳
し
く
し
て

い
た
ζ
と
に
伝
づ
一
日
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
子
供
に
対
し
て
、
頭

の
中
だ
け
、
浬
百
四
だ
U
で
一
場
し
て

い
た
こ
と
が
悪
か
っ
た
白
で
は
な

『小
2
の
印
字
で
す
が
、
授
業
い
か
。
そ
ん
な
に
-
と
の
は
ね
つ
か

中
お
ち
つ
吉
が
な
く
、
そ
れ
が
学
え
り
と
し
で
、
必
要
以
上
む
甘
え

業
に
も
影
響
し
て
い
る
わ
ぷ
』
て
き
た
b
、
前
を
わ
ざ
と
い
じ
め

と
の
こ
と
で
、
招
議
右
京
忘
れ
ま
で
、
注
意
を
ひ
こ
う
ム
と
じ
で
い
た

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
先
生
か
る

ζ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
子
供
の
状
摺
宇
品
聞
い
て
、
性
格
的
に
明
石
く
、
お
も
い
や
D

大
変
緩
か
れ
た
モ
z
っ
て
す
。
「
今
も
あ
り
、
ま
た
、
知
臨
も
低
い
方

ま
で
の
自
分
の
宵
て
方
が
懇
か
つ
で
は
な
い
の
に
、
も
っ
て
い
る
力

た
の
だ
vofっ
か
。
兄
弟
Z
人
間
じ
そ
思
う
存
分
発
揮
で
告
な
い
の
は

よ
う
に
育
て
て
き
え
っ
』
と
う
し
た
こ
と
が
影
響

も
り
な
の
に
、
弟
は
幼
¥
場
拶

Lて
い
る
の
で
は
な
い

還
で
う
ま
く
や
っ
て

~LP
習

か

と

君

、

長

以

後

い
る
の
ほ
、
P
γ
J
し
て
可

mv事
y
i
お
母
さ
ん
は
弾
力
事
一
れ

間
違
っ
て
?
至
っ
た
の
お

d
i
j
そ
れ
に
つ
れ
て
、
子
科

だ
る
う
か
」
と
わ
か
b

調
議
総
笥
の
ガ
も
お
ち
づ
い
て
き

な

く

な

っ

て

相

談

に

来

唱

ま

し

た

。

たし
rぷ

り

こ

と

で

し

介

百

「

C
の
一
時
期
に
親
子
の
間
を
考

そ
ん
な
お
母
さ
ん
も
、
面
接
を
え
渡
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
た

重
ね
、
相
試
事
と
一
緒
に
考
J

え
て
め

ιも
、
子
供
む
た
め
に
も
、
大

い
く
う
ち
に
、
今
止
で
の
乙
と
を
い
に
プ
ラ
ス
に
な
D
ま
し
た
。
子

冷
静
に
日
見
つ
め
る
余
裕
が
で
き
、
供
白
話
を
聞
い
て
、
子
故
レ
f
兵
に

子
供
に
ぽ
が
れ
ど
向
い
て
い
十
白
を
開
き
、
軍
一
円
ベ
る
母
親
に
な
り
た
い

次
第
に
、
司
自
分
と
子
科
と
の
聞
い
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
直
持
を

に
む
け
色
ぶ
れ
る
よ
ラ
に
な
り
終
結
さ
れ
ま
し
た
。

<>巡担臼程 雪月20日 Czk)10時~1問時白藤車

偉く株)/9月24日 ζ臼)1日時----15時 平塚三ライ
オンズクラブ/9月29日〈金〉
樹脂悼む /10月7日〈土)1 
民館〈挟島地区白治会)/10月 9B (月)10時~
12時横摂臼援モー主ーく株〉平塚営業所・ 13時
'""15時大江工業亡楳〉
-~、ご1協力ありがとうごぎいまたしw山~

三共〈株コ 84;本、南原地区自治会66本、松原地

区自治会43京、平塚市役所168本、共栄工業〈株〉
61本、 L集合同庁舎75本、港北詰ま自治会70;2!>:、なで

しと勉広告治会110車、花水地区自治会140京、臼
陸軍体く掠)172本

献血者には、鎗躍管潔に

役立つ肝臓やコレステ

ロ}んなど 5種類のJJIl

液検斎サー1::'ス苦行っ

ている。

と ~ 9月初日~10月 3 日 10時~18時

ところ梅謹5階催し物場
やその他の蝉し物・1'>1.民年金とボラシティア相談

担」ナ」、無料血圧霞定と保健相談、施設在豊富

者の作品E目指

互主櫨故意福訟法人平揮市社金福祉協議金
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